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 ナウイルス感染症の拡大

防止のため・・・。」 この

フレーズ、テレビをつけてもラジオをつけても、もう

どこに行っても延々と繰り返されるのに飽き飽きし

てきました。 もうちょっと何か別の表現方法とか他

に明るい話題ってないものでしょうかね。 

 タイトルバックはトノサマバッタの子供だと思わ

れます。 このあいまいな言い方は、クルマバッタの

子供とそっくりだからです。 大人になれば模様が違

ってくるし、トノサマバッタの方が大きいので見分け

がつくのですが、幼虫の時点では区別付きません。 

もう少し成長して仮面ライダー１号のあの顔になる

にはあと２～３回脱皮しないと変身完了しませんね。 

 お次は、夏の終わりを告げるヒグラシです。 山中

のキャンプ場などで朝夕に聞くヒグラシの鳴き声は

涼しさを感じると同時に、なぜかもの悲しい気持ちに

もなります。 名前はそのまんま、日を暮れさせると

いうところから。 お腹の共鳴室が発達しており、そ

の中は光が透けて見えるほど空っぽで、それがあの甲

高くも、もの悲しく「カナカナカナカ・・・」と聴こ

える秘密なのです。 虹の森でもヒグラシがツクツク

ボウシと競い合いながら大合唱してました。 

 あい対して、夏のレジャーの嫌われ者、シオヤアブ

です。 ハチっぽいですがアブはハエの仲間です。 

噛まれるとチクッと痛いうえ、何しろかゆいので要注

意。 私はこの夏、アブに１０カ所くらいやられて、

１週間以上掻きまくってます。 アップで撮ると複眼

の輝きはまさに自然の美ですね。 しかも、自然豊か

な場所でしか生息できないので、このアブに噛まれた

ってことは本物の自然に親しんだってこと。 

 あ～かゆい、かゆい！ 

 最後は、カラタチにいたナガサキアゲハの幼虫です。 

ミカン科の木の葉っぱを食べて大きくなる国内最大

級の幼虫です。 写真はカラタチの緑に似せて擬態中、

白帯模様が何ともスタイリッシュでかっこいい。 も

うすぐサナギになって、冬を越すことになります。 

 



７月１日からついにレジ袋の無料配布が原則禁止

されることとなったのぉ。 わしはいつも、空き缶や

飲み干したペットボトルをレジ袋に入れてスーパー

の回収場所に持っていき、そのままそのレジ袋で買い

物して帰っておったので何の違和感もなかったのじ

ゃが、皆はどうなんじゃろう。 

 

 ふと考えたら、スーパー以外の買い物では、あまり

マイバックを持ち回っておらず、今まではショップの

袋をありがたく頂戴しておった。 もちろん川に流し

たこともないし、ましてや再利用せず、すぐ捨てるよ

うなこともほとんどないがな。 レジ袋有料化は、は

たしてプラごみ削減に本当に有効なのか？ 

 

 レジ袋は超軽いし、持ち手が付いているうえ、耳も

付いていたりしてテープで止めたり結んだりと、便利

この上ない。 物の小分けに使ったり、汚れものの分

別や、その用途は無限にあるので、レジ袋が余って困

った事などないぞ。 ところが、今レジ袋のストック

が無く不便なので、レジ袋をある程度確保するため、

逆にレジ袋を買う機会がわしは増えてきたんじゃ。 

 

 早朝には健康の為、軽いジョギングをしておったの

じゃが、この暑さで、散歩に切り替えて、町内を徘徊

しておる。 ただ徘徊するだけでは無駄な気もして最

近は、ごみ袋を片手にポイ捨てごみを拾いながら散歩

をしておってな。 爺のごみ拾いをかっこいいとは思

わんが、健康と環境の一石二鳥じゃと悦に入っておる。 

 

 このごみ拾いで気づいたのは、たばこの吸い殻の多

いこと。 これは昔から変わってないな。 次が空き

缶、ペットボトル、そして、レジ袋と食べ物の包装。 

ハンバーガー店やコンビニの周辺は特にひどい。 コ

ーヒーや飲料のプラカップ、ストロー、紙袋・・・。 

コロナのせいでマスクのポイ捨ても。 

 

 早い話が、ごみをポイ捨てする奴らは、レジ袋が有

料であってもお構いなし。 何であっても捨てる。 

つまり、レジ袋がタダだから捨てられていたのではな

い。 タダでも捨てずに色々と利用していた人が殆ど

だろうし、有料になったとてポイ捨てするクセの悪い

奴らはち～っとも減らんのじゃないかとな。 たばこ

のポイ捨てと同じで、要はモラル・マナーの問題じゃ。 

 

 喫煙場所がどんどんなくなり愛煙家には肩身が狭

く気の毒かもしれんが、吸い殻ポイ捨ての状況を見る

につけ、申し訳ないが抜本的な対策も必要じゃろう。 

都会の繁華街などでは、ポイ捨て禁止条例やら、歩き

たばこ禁止条例があるが、ここはひとつ、全国一律に

路上での喫煙・ポイ捨てを厳しく取り締まる罰則付き

の法律を早急に作る必要があるのじゃないかの。 

 

 もともと、レジ袋・プラカップのポイ捨ての発生元

は、主にそれらを扱うコンビニ、ファーストフード店、

テイクアウトのコーヒー店などじゃ。 これらの事業

者には、商品を売るだけでなく客のごみ捨てにフォロ

ーする仕組み（例えば、毎朝店を中心に半径１００ｍ

の範囲のポイ捨てごみの清掃、周辺公園の清掃）など

を義務付けては。 また、もう一つのポイ捨て発生元

である自販機を設置する者にも、清掃費用の負担や、

ポイ捨て清掃を義務付けるなど、行政も立法も本気に

ならんといかんぞ。 ともかく売りっぱなしではいか

ん。 レジ袋を有料にしたぐらいで何かした気になっ

てもらっては困る。 

 

 それより問題なのはじゃな、廃プラの資源循環が思

っておるほど進んではおらんということじゃ。 廃プ

ラのリサイクル率はたったの２０％じゃ。 しかもそ

の半分は海外に依存しておる。 のこりの８０％はと

いうと、焼却しておるのが現実なのじゃ。 

 

 週一回のプラごみ回収に、せっせと容器を洗って乾

かし、分別回収に協力をしておるというのに、何たる

怠慢。 これじゃ可燃ごみと変わらんじゃないか。 

 その言い訳に、焼却熱を利用して温水を作っておる

だの、発電しておるだの、セメントの焙焼燃料となっ
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ておるだの、なんやかんやと行政は言うが、いわゆる

熱回収のサーマルリサイクルってのは、世界ではリサ

イクルとして全く認められてはおらん。 この、へ理

屈は日本だけでしか通用せんぞ。 

 

 それに包装容器は法律で回収の仕組みがあるが、そ

の他のプラ製品は再資源化の法律がない。 大型ごみ

でも一生懸命分別しておるが、結局は焼却炉行きじゃ。 

せいぜい、焼却炉の助燃材として分別の意味がある程

度じゃ。 政府は今ごろになって分別回収の推進を検

討すると言い出した。 遅きに失するとはこのことじ

ゃ。 

 

 政府と言えば、安倍ちゃんがアベノマスクの配布を

発表した際、「このマスクは何度でも洗って使える使

い捨てマスクではない」ってなことを言って、不織布

マスクを使い捨てだと暗に断言しちまったことが、そ

もそもマスクのポイ捨てにつながる問題発言じゃな

かろうか。 

 

 不織布マスクはれっきとした布マスクと言える。 

洗えるのじゃ。 同じ不織布素材のフリースジャケッ

トを皆は使い捨てておるか？ せんじゃろう。 この

マスクを使い捨てしているなら、一度洗濯機で洗って

（ネットに入れると尚よい）みるがよい。 きれいに

なって型崩れもない。 天日で干せば衛生面も問題な

い。 ごみも減って環境にやさしいエコな生活をせに

ゃならんぞ。 

 話はコロッと変わるが、最近感心した話題では、㈱

ユーグレナという会社の小澤杏子 CFO (１８歳)が、同

社のペットボトル入り商品を全廃し、紙製のカート缶

容器に切り替えることを提案主導して実施すること

になったという。 

 

 どぅぇ！ １８歳！！ CFO ってなんじゃ？ 

COO とか CEO は聞いたことがあるが、CFO ってわ

しゃ初耳じゃ。 詳しくは、㈱ユーグレナのウェブサ

イトで確認してもらいたい。 この１８歳、ただもの

ではないオーラを放っておる。 また彼女を中心に、

１２～１８歳の８名のフューチャーサミットメンバ

ーという役職が控え、彼らも皆すごいポテンシャルを

感じさせるキャラクターなのじゃ。 

 こういう若者がおるということは、とてつもなく希

望を感じさせるのぉ。 今のメンバーは９月末で役目

を終えるようじゃが、任期は１年で、次の CFO の募

集をしておる。 興味を持ったら調べてみておくれ。 

 

 また話が全然変わるが、わしゃ最近、あいみょんの

曲にはまってのぉ♪ 彼女は宇多田ヒカル、中島みゆ

き、ユーミンに匹敵する、天才ミュージシャンじゃと

思うのぉ。 詩も曲もこの爺に青春時代を思い出させ、

胸が苦しゅうなって涙がこぼれ落ちる。 「マリーゴ

ールド」なんぞ号泣させられたわい。 そう、いつの

時代も若者が世の中を変えるのじゃなぁ。 
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 ７月の活動は、長梅雨にぶち当たって中止になったので、もう５か月も活動をしていません。 今回の

活動内容はひたすら下草刈りと、散らばった伐採くずの整頓掃除となります。 まだまだ暑さが残ってい

るでしょうから無理をせず、久しぶりの活動を楽しみましょう。 

   ９月１２日（土） １０：００～１５：００（９：３０公園駐車場集合） 

ḹ    県立ゆめさきの森公園（虹の森） 

： 参加希望者は、環境管理Ｇ 的場まで、またはお近くにいるメンバーまで連絡ください。 

   的場ケータイ：090 - 5979 - 8385  

メンバーの方はショートメール等で参加の可否を連絡いただければありがたいです。 

初めて参加される方は、保険に加入しますのでお名前、住所、ケータイ番号を連絡ください。 

※小雨は決行。天候が荒れそうな場合は前日夕方に、中止のメールを携帯に送信いたします。 

 

なんと、計画していたアユの

つかみ取り体験の前々日に、

井戸知事からコロナのアラート発令。 県立施設は全

て３密となる活動の自粛を余儀なくされ、泣く泣く中

止と相成りました。 楽しみにしてくれていたちびっ

子たちには気の毒な事になっちゃいました。 また来

年参加してね。 

 というわけで、８月はアユつかみのイベントもなく、

森林整備もなかったので、虹の森は荒廃がひと月分着

実に進んでいるだろうと、様子を見に行きましたが、

先月と同じ状況。 面白くないので、ドローンを使っ

て上空からの写真を撮ってみました。虹の森の看板の

真上１００ｍ地点からの空撮ですが、夏真っ盛りなの

で葉っぱまみれで森の全貌がよく分かりません。 こ

れから秋になって落葉するさまをシリーズで空撮し

ていこうと思います。 このモジャモジャがどう変化

していくかお楽しみに。 

 

 ついでに、８ｍくらいの高さから、森の様子と、ツ

リーデッキの写真も撮ってみました。 地上から撮影

するのとは違った感じですが、鬱蒼感は間違いなしで

す。 ツリーデッキも真横からとると少し傾いている

ような気もします。 ドローンのジャイロ平衡機能は

ほぼ正確なので、こりゃちょっと傾いて来ているのか

もしれません。 一度レベルを計測しなきゃ。 なに

せ、主柱は全て生きている樹ですから、当然成長して

るはず。 成長の差が生じて傾くこともあるね。 継

続的なメンテが欠かせません。 


